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1. はじめに 

 

(1) ストックマネジメントについて 

社会資本（道路・橋梁、下水道、公園等）整備の進

展につれて施設ストックの増大、施設の老朽化等に

起因した事故が増加傾向にあり、維持管理の重要性

が高まっている。そのため、施設の破損後の修復と

いった事後的な対応では、日常生活や社会活動に重

大な影響を及ぼすだけでなく、コスト的にも不経済

となる。ストックマネジメントでは予防保全的な対

応も含めて修繕・改築を行い、新規整備・維持管理・

改築を一体的に捉えて、事業予算の平準化とライフ

サイクルコスト（LCC）の 小化を実現することを

目標としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 長寿命化対策と従来の改築手法の比較 

 

 (2) ストックマネジメントシステムについて 

システム開発の背景として、事業計画立案では膨

大な点検結果や施設情報から、ライフサイクルコス

ト 小化に向けて条件を変更し繰り返し計算を行

う必要がある。その多大な労力を削減すること、ま

た点検結果や維持管理情報、長寿命化計画立案結果

のデータベース化を行い、台帳システムと連携する

ことによって位置情報の把握や、今後のアセットマ

ネジメントや公営企業会計での資産評価の基礎デ

ータとして活用する。 

 ストックマネジメント支援システムの有する主

な機能は以下のとおりである。 

①点検結果データの取込み。 

②点検結果から緊急度の判定計算。 

③各種条件より施工法の判定。 

④年度別事業計画の策定。 

⑤ライフサイクル縮減額の算出。 

⑥各計算・判定結果を台帳管理システムに取り込

み、属性情報・主題を表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 ストックマネジメントシステム概略 
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社会資本には様々な分野が存在するが、当社で

は今まで橋梁、下水道、公園の各施設についてア

セットマネジメントを支援するシステムを開発

してきた。各分野ともシステム化にあたり、何を

どこまで標準化してシステムに反映し、計画立案

者の自由度をどこに残すのかといったところの

判断は難しく、当社の各部門の専門技術者と綿密

な協議を重ね開発を行った。 

 

 

2. ストックマネジメントシステムの今後の課題 

 

ストックマネジメントシステムにおける今後

の課題には、以下の 3 点が挙げられる。 

 

(1) 施設情報について 

 台帳システムや台帳データが存在しない場合、

低限施設属性情報の整理が必要であるが、スト

ックマネジメントに必要な情報が不足する可能

性があり、その場合劣化予測や事業計画の精度に

影響が出る可能性がある。 

 

(2) 点検結果データについて 

システムにより効率的に判定・計算をおこなう

ためには点検結果のフォーマットが共通化され、

ストックマネジメントに必要な点検項目が点検

されている必要がある。点検結果を入力するシス

テムを開発し、点検を行う際に使用できるよう無

償提供するなどの手法を検討していくことが必

要である。 

また、当社の「道路施設維持管理システム」で

はＧＰＳ付デジタルカメラでシステムに取込み、

位置の登録が半自動でできる仕組みとなってい

るが、点検内容は手書きの結果を持ち帰り、シス

テムで入力する作業を行っており効率が悪い。 

今後、当社ではタブレットＰＣやスマートフォ

ンなどのＰＤＡ上で動作する点検プログラムを

作成し、通信機能を用いてサーバーへの自動アッ

プロードや、ＵＳＢ接続などによる手動取込み機

能を追加ことによって点検とデータ入力の作業

効率向上を図ることを目標としている。 

 

(3) 劣化予測と事業計画について 

 点検・調査結果から劣化状況を判定することは

可能であるが、その後いつまでにどの程度劣化す

るのかという劣化予測（劣化曲線）には、施設の

状態、診断結果、維持修繕・改築、事故・故障、

苦情等の情報蓄積が必要であり、これらの情報が

あって初めて精度の高い劣化予測が可能となる。 

また、事業計画の立案にあたっては、改築施工

法や施工単価を詳細に設定すると精度を上げる

ことができるが、計画立案者に多大な労力がかか

る。地域特性や計画立案者の思惑を考慮した施工

法や施工単価を自動で選択できるようなシステ

ムであればその労力も軽減されると思われる。 

 

 

3. まとめ 

 

システム導入には、いまだ多くの課題が存在す

るが、社会資本ストックの老朽化が進み、限られ

た財源の中での効率的な維持管理ニーズが高ま

ることは確実である。システム構築にあたり、公

園遊具で無邪気に遊ぶ子供たちの姿や、下水道施

設の劣化による道路陥没などを見るにつけ、スト

ックマネジメント本論ではないが、支援システム

という形でストックマネジメントに側面からの

サポートで少しでも貢献できればと考えている。 

図-3 ストックマネジメントシステム 


